
令和２年度　江戸川区立南葛西小学校　学校関係者評価　報告書

目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

地域資源（人材・施設・環境）を活用した学習の推進 体験的な活動
グリーンプラン推進校

保護者肯定的評価８０％
B B

富士公園への植物の植え替え活動を行った。児
童には地域の代表としての意識も身に付いた。 A

富士公園の植え替え活動だけでもできてよかっ
た。植栽以外にも、何か拡大できないか検討して
いただきたい。

活動可能な限り、前年度の内
容で交渉や活動を続けていく。

危機管理マニュアル、コロナ対応マニュアルに基づく全教
職員の協力体制
迅速・確実・丁寧な対応

毎月の避難訓練・安全点検の実施
コロナ感染防止の確実な対応
トラブルの即日解決

実施率１００％
保護者肯定的評価８０％ B Ａ

新しい生活様式や手洗いや手指の消毒につい
て児童に指導し、学校で行動できた。生活トラブ
ルも担任を中心に学校全体で対応できた。

A

適切な対応がなされていたと思う。基準がどんど
ん変わるので、常にリニューアルして取り組んで
ほしい。

引き続き、児童への指導を続け
ていき、トラブルの未然防止、
早期発見・対応を続けていく。

校内研修の活性化（校内研究・若手研修・伝達研修など） 分かる・できる授業
主体的・対話的で深い学びの授業の実現

教員・児童意識調査９０％
保護者肯定的評価８５％ B B

算数について校内研究を行った。若手研修は課
題や改善策について話し合った。コロナ禍で対
話的な学習を行うことが難しく課題が残った。

B

教員の指導力を高められるよう、引き続き研修を
しっかり行ってほしい。

新型コロナウイルスの感染予防
をし、児童が対話的な学びを行
えるような取り組みを行う。

月目標に位置づけ確実に指導

週目標ポスターに評価欄を設け毎週、学
級で振り返りを実施。
ほかほか言葉週間学期１回
ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ６月～２月

道徳教育の推進 道徳教育計画に基づく完全実施
全校道徳の日の実施
道徳だよりの発行

実施率１００％
保護者肯定評価８０％

A A

ホームページや「道徳だより」を通して道徳教育
について、保護者に発信できた。全校道徳の日
には、ワークシートを保護者に見てもらったこと
で、親子での学びとなった。

A

ＨＰに道徳教育について定期的にアップロードし
ている取り組みはとても良いと思う。継続して行っ
てほしい。

道徳だよりの負担が大きかっ
た。来年度は分担を作り、継続
して情報を発信する。

Ｃ４ｔｈの積極的な活用
会議の効率化
学年組織の強化、運営の充実

連絡事項は基本Ｃ４ｔｈの掲示板
職員会議を年間４回に削減
週１回の学年会でＯＪＴ，学年内で教科分
担制実施、月２回の一斉退勤日

教員意識調査８０％
実施率８０％

B B

Ｃ４ｔｈの掲示板を活用したことで会議や打ち合わ
せの効率化が図られた。働き方改革として職員
会議を削減したことは有効であった。教科担任制
も２学期後半から始められることができた。月２回
の一斉退勤日も実施できた。

B

より効率が良く、高い成果を得られるように、工夫
をして取り組んでほしい。

部会等各学年の決定事項を学
年で共有していくことが必須で
ある。重要なことはＣ４ｔｈの掲示
板と書類での確認を行ってい
く。

教員の資質
向上

ユニバーサルデザインの視点での授業改善と環境整備 教室環境の整備
教材・教具の工夫（提示物）

教員意識調査　８０％
児童意識調査　８０％

B

児童の中では、「あいさつ・あつまり・あとしまつ」
について習慣づくことが多くあった。特に靴のあ
としまつはきれいに並べられるクラスが多くなっ
た。道徳でのソーシャルスキルができておらず、
日々の道徳教育の活動の中で指導している。

A

目に見える目標を設定するのは良い考えだと思
う。靴箱の整理整頓が良くできていた。今後も取り
組んでいただきたい。

校内でのあいさつは育っている
ものの、旗振りの方々や来客者
についてのあいさつを心がける
ようにしていく。他についても質
が高められるよう指導する。

Ａ

早寝早起きの指導を行っているが、引き続き家
庭の協力が必要である。いじめの件数は多い
が、担任を中心に指導しその日のうちに解決し
ている。不登校については、民生児童委員、関
係機関・ＳＣなどを活用し改善を目指す。

A

少しずつではあるが、児童側の意識も改善されて
いるようなので、今後も継続してほしい。また、ＳＮ
Ｓ等の使い方指導も継続して実施してほしい。民
生委員としても、健全育成への協力をしていきた
いと思う。

不登校について、学校内で情
報を共有し、関連機関との連携
し、対応策を考える。生活リズム
は保護者への啓発活動を続け
る。

教員意識調査９０％
児童肯定的評価８０％
保護者肯定的評価８５％ B

確かな学力の向上 「確かな学力向上推進プラン」の実施・改善や補習の実施
などによる指導の充実と授業力の向上

補習（ベーシックドリル活用）
放課後補習教室の導入、
漢字コンテストの実施、
学習規律の徹底

・実施率１００％
・ベーシック診断・Ａと比較
しＢの定着率２０％アップ
・児童肯定的評価８０％

読書科の更なる充実 ・学校図書館の整備・活用の推進や探求的な学習の充実
・読書科ノートの活用など、探究活動、探求的な学びの充実
・学校図書館を使った授業の充実

調べる学習コンクール全員出品
学校司書による学習支援　全学級１回以
上
「おすすめの本」読破

実施率１００％
保護者肯定的評価８０％
児童肯定的評価８０％

働き方改革
組織力の向上

C

コロナ禍のため、実施が難しい部分が多く大変
だったと思う。東京２０２０大会に関わりなく、今後
もパラスポーツの体験など実施できるようにしても
らいたい。

計画に基づく学習の実施
外部講師による体験　年２回
校内掲示の充実

健全育成に向けた取
組の強化

いじめ・不登校の未然防止に向けた魅力ある学校づくりの
取組の充実
チルドレン・サポートチーム生活指導連絡協議会の活用

生活ﾘｽﾞﾑｳｨｰｸ学期始め・年３回
学校生活アンケート学期に１回
いじめ・不登校児童の情報共有（毎週金）
ＳＣの積極的活用、５年全員面談

実施率１００％
保護者肯定的評価80％

B

規範意識の向上
思いやりのある子の育
成

「南小スタンダード生活編」
～３つのあ「あいさつ・あつまり・あとしまつ」～の組織的な共
通実践

B B

学習の教具などを全校で統一し、学習の進め方
を学年間で同じにして、学習環境を整えるように
した。教室の環境整備に取り組んでいる。

前面黒板を整え、見やすくする
など、学年でさらに改善してい
く。

体育で学習カード活用
２０分休み全員　校庭・体育館・屋上遊び
栄養教諭による授業　全学級

「東京２０２０」に向けて、引き続
き児童の意識向上を図る。さら
に大会の観戦の機会を学習に
いかしていく。

外国語教育の推進 授業力の向上とALTの効果的な活用 外国語活動、外国語の専科教員とＡＬＴに
よる授業の実施
教材・教具の整備

児童肯定的評価８０％

A A

中学年の外国語活動および高学年の外国語の
授業では、専科教員を配置し、実施することがで
きた。教具の整備は継続して行っている。

A

専科教員を配置して授業を行うことができたのは
とてもよかった。次年度以降も、継続できるようで
あればそのようにしてもらいたい。

現在の指導体制ができない場
合を考慮し、担任のＯＪＴを行っ
て行く。必要な教具・教材の予
算を計上していく。

オリパラ教育の推進 「オリンピック・パラリンピックレガシー創造プラン」に基づく取
組やオリパラコーナーの充実

実施率１００％
児童肯定的評価８０％ B C

外部講師による授業を通して、オリパラ講演会や
実技の紹介を可能な限り実施し、体験することが
できた。

体力の向上 体育の授業や休み時間における主体的な運動の実施によ
る運動意欲の向上

教員・児童意識調査８０％
実施率１００％ B B

南タイムでは、体をたくさん動かしていた。学習
カードは、児童の実態に応じて継続して使用して
いく。休み時間の校庭・体育館・屋上遊びを実施
することができた。

A

校庭・体育館・屋上と、スペースを利用して活動
できていると思う。

制限された活動が多かったた
め、コロナと共存する体育学習
や運動遊びなどを、計画的に
進めていく。

A B

ベーシックドリルを活用した補習、放課後補習教室の導
入、漢字コンテストは行うことができた。学習規律の徹底
は、児童の肯定的評価が８０％を超え、昨年度より割合
が上がった。しかし、ベーシック診断AからBで２０％アッ
プはできなかった。一番上がった学年で４％である。

B

学力の向上は、学校としての第１目標だと考え
る。今年度の反省を生かし、今後の学習指導に
つなげてもらいたい。

診断シートの結果を見て、正答
率の低い単元については、マッ
スルタイムなどを使って、指導を
する。チャレンジタイムを充実さ
せる。

調べる学習コンクールへ全員出品できた。学校
図書館司書による学習支援を行うことができた。
学校図書館の整備をすすめることができた。絵
本の図書館を整備していく。

A

読書の習慣づけは大切。中学校では、生徒が図
書を活用することができていないと聞いている。
小学生の頃から、読書に親しむ体験をできるだけ
させてほしい。

「おすすめの本」は、読破する
まではいかなかったが、感想欄
により意欲は高まったので、引
き続き指導を続ける。

A B

必要性に応じて臨機応変な対
応ができるよう、今後も校内委
員会等を活用し対応していく。

今後もより小中連携をしっかりと意識して、より深
くすすめていただきたい。

感染症対策で小中交流なしの
構想を考える。小中連携プログ
ラムを実施する。

特別支援教育の推進

教員研修の充実

校内委員会の活性化を図ることなどによる指導・支援の充
実
エンカレッジルームを活用した支援の充実・校内体制づくり

特別支援教育研修会年３回、
校内判定委員会の随時開催
校内委員会　月1回以上

実施率１００％
保護者肯定的評価８０％ A A

校内で児童の実態を把握し、教職員全員で支援
体制を組むことができた。特別支援が必要で保
護者が希望する児童については、早く支援が受
けられるように管理職も含め対応にあたった。

B

今後も引き続き、支援を必要としている児童が適
切な支援を受けられるようにお願いしたい。

ＨＰから学校の情報が入手しやすくなったと思う。
今後もお願いしたい。

引き続き、HPを活用し保護者・
地域へ情報を配信していく。

ＩＣＴアシスタントによる校内研修の実施によるＩＣＴを活用し
た教員の授業力の向上

教員向けＩＣＴ研修年２回
各学年授業支援
月２回の学校訪問

実施率１００％
保護者肯定的評価８０％
児童肯定的評価　８０％

B B

ICT研修を2回行い、アシスタント支援も実施し
た。タブレット、デジタル教科書などICTを活用し
た授業を行った。授業力の向上が課題である。

B

ＩＣＴ機器はこれからもどんどん使用して、分かり
やすい授業を行うようにしてもらいたい。

ギガスクール構想のタブレット
の活用法を共有し合う時間を確
保する。

B

ＨＰ、連絡メールを活用した、保護者・地域への積極的な情
報発信

配布文書をＰＤＦ化しＨＰアップ
学校日記　２回/週　更新
体育・道徳便りの発行（ＨＰ）

実施率１００％
保護者肯定的評価９０％ A A

学年だより等の配布文章や学校日記をHPにアッ
プし、保護者・地域へ情報配信することができ
た。また、体育便りや道徳便りも発行できた。

A

共育・協働・安全の学
校づくり

いつまでにどの程度改善されるのか、目標期間
を設定するとよいと思う。B

いきいきと学ぶ
教育の充実

学校教育目標
○進んで学び　くふうする子
○思いやりのある子
○健康で　たくましい子

○保護者・地域とともに歩む学校～「共育・協働・安心」の学校づくり～
○「生きる力（知・徳・体の力）」を身に付けた子どもを目指して
○組織的な教育活動を推進し学校の教育力を高めつつ、自らの向上を図る教職員

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞全学年で算数習熟度別指導を実施し個に応じた指導を推進。教科分担制により学年の担任全員で学年の児童を指導する体制整備。外国語活動を専科教員が指導することでALTを効果的に活用した授業を実施。４０周年関連事業として
南小音頭復活、校歴室新設など学校や地域への誇りを高めた。生活指導：あいさつ・あつまり･あとしまつの「３つのあ」の中でも特に朝会・集会時の集合と話の聞き方、くつ箱の整え方が児童に定着。調べる学習コンクールに全学年が出品。
＜課題＞校内研究で算数科の授業改善、マッスルタイム(計算タイム）を導入、放課後補習教室（区の事業）開講、児童の学力向上を目指す。ICTアシスタント、学校司書による授業支援を全学級で活用。読書科の年間指導計画を見直し、探究的な
学習を推進する。学校図書館の整備と教科指導での活用を促進する。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策

特色ある教育の
展開

小中連携教育の推進 「小中連携教育構想」及び「各教科等の連携教育プログラ
ム」による連携の充実

連携プログラムを踏まえた学習指導の実
施
保護者へのＰＲ

全教員が理解し実施
全保護者への周知 C C

コロナ禍につき、教員間の出前授業の実施はで
きなかったが「小中連携構想」に基づいて各校そ
れぞれで小中連携の意識を考えて実施した。


